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東通原子力発電所１号機復水器水室（Ａ）からの海水の溢水について 

 東通原子力発電所１号機は、平成１７年５月２日より計画停止中のところ、 ５月４日
１２時８分頃、タービン建屋地下３階で水が溢れていることを示す警報が発生しました。
運転員が現場を確認したところ、同階にある復水器水室（注）（Ａ）（以下、「水室Ａ」とい
う。）の点検口３箇所（作業のため開放中）から床面に海水が溢れている（総量:約２ｍ３）
のを発見しました。溢れた海水は非放射性であり、既に全て回収しております。また施
設外への流出はなく、本事象による発電所周辺への放射能の影響はありません。（添付資
料１、２、３参照） 

 
原因は以下のとおりです。 
 
○ 水室Ａおよび水室Ｂの海水を復水器水室水抜き槽へ抜く配管は共通配管でつな
がっており、海水を抜く作業を完了した水室Ａの排水弁は開弁したままであった。 

○ 水室Ａは、点検のため点検口３箇所を開放していた。 
○ 水室Ｂから復水器水室水抜き槽へ海水を抜く作業が行われていた。 

 
以上から、水室Ｂから開弁していた排水弁を通って海水が水室Ａへ流れ、開放中の水

室Ａの点検口から建屋内に溢れたものです。 
 
今後、復水器水室の点検作業にあたっては、他の水室の水抜きによる海水の流入を防

ぐため、当該排水弁を海水抜き完了後全閉とします。 
また、今回は同時期に行われる作業間の連絡調整が不十分であったことも一因として

考えられるため、短期間の計画停止時であっても、連絡調整を行う場において確実に作
業間の調整を行ってまいります。 

 
 なお、本事象は、法律に基づく報告事象ではありません。 
 

以 上 
（注）「復水器水室」とは 
   復水器は、発電のためタービンを回し終えた蒸気を海水で冷やし、再び水に戻す

設備です。１号機には復水器が３つあり、各復水器には海水の入口側と出口側に
多数の細管へ海水を分配集合させる水室があります。 
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